
発　　行
陸 上 自 衛 隊
飯 塚 駐 屯 地 広 報 室

印　　刷
ダ イ ワ 印 刷 株 式 会 社

飯塚駐屯地
広報誌

駐
屯
地
は
３
月
28
日
、
飯
塚

駐
屯
地
創
立
59
周
年
及
び
第
２

高
射
特
科
団
創
隊
52
周
年
記
念

行
事
を
挙
行
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
記
念
式
典
に
続
き

観
閲
行
進
、
訓
練
展
示
等
を
披

露
し
、
多
く
の
ご
来
賓
並
び
に

ご
来
場
の
方
々
に
ご
観
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特
に
空
包
等
を

使
用
し
た
大
迫
力
の
訓
練
展
示

で
は
大
変
多
く
の
好
評
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
他
装
備
品
展
示
や
装

備
車
体
験
試
乗
、
音
楽
演
奏

等
様
々
な
催
し
を
行
い
、
約

２
８
０
０
名
の
ご
来
場
の
皆
様

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
１
日
駐
屯
地
司

令
体
験
」
イ
ベ
ン
ト
で
は
自
衛

官
を
目
指
し
て
い
る
２
名
の
高

校
生
に
観
閲
官（
駐
屯
地
司
令
）

の
目
線
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
体
験
し
た
高
校
生
２

名
は
「
普
段
体
験
で
き
な
い
自

衛
官
の
制
服
を
着
る
こ
と
で
気

が
引
き
締
ま
り
自
分
が
自
衛
官

に
な
っ
た
未
来
が
想
像
で
き
ま

し
た
。」
と
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
度
、
記
念
行
事
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感

謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

飯
塚
駐
屯
地
は
今
後
も
地
域
の

皆
様
と
と
も
に
成
長
し
て
い
く

所
存
で
す
。
引
き
続
き
飯
塚
駐

屯
地
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記
念
行
事

飯塚駐屯地創立59周年 
及び 第2高射特科団創隊52周年

記念行事

①　システム通信・サイバー学校
②　飯塚駐屯地で勤務できること大変光
栄に感じております。出身は大分県、飯
塚駐屯地での勤務は初めてですが、土地
に惚れ、人に惚れ、部隊長として駐屯地
及び地域の一員として尽力できればと考
えております。今後とも宜しくお願い致
します。

2等陸尉　荒巻　栄一郎 1等陸尉　加藤　隆二 1等陸佐　永江　実

①　西部方面後方支援隊
　　第 103 施設直接支援大隊整備隊
②　新隊員から幹部任官まで育てていた
だいた、飯塚駐屯地で勤務できることを大
変うれしく思う一方、部隊長としての重責
に身の引き締まる思いです。駐屯地及び地
域の発展に貢献できるよう、皆様と共にと
りくんでいく所存ですのでどうぞよろしく
お願いします。

①　東部方面総監部人事部人事課長
②　平素より自衛隊協力会をはじめ、地域
の皆様には大変お世話になり心より御礼申
し上げます。福岡市出身、父の実家は福智
町、13年前には中隊長として飯塚で過ごし、
第2の故郷での勤務を大変光栄かつ嬉しく
思います。全身全霊で任務に邁進する所存
でありますので、今後も変わらぬご支援・
ご協力をお願い申し上げます。

第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊

　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
飯
塚
派
遣
隊
長

第
１
０
３
施
設
直
接
支
援
大
隊

　
　
　
　
第
１
直
接
支
援
中
隊　
中
隊
長

第
３
高
射
特
科
群
長

新着任部隊長等紹介
【凡例】
�①前部隊
②ひとこと

（1） 筑 豊 2026年（令和8年）5月15日第20号



音
楽
演
奏
会

駐
屯
地
音
楽
部
特
集　

第
１
章

駐
屯
地
は
２
月
22
日
、
23
日
の

２
日
間
、
宮
若
市
に
あ
る
「
宮
田

文
化
セ
ン
タ
ー
」
飯
塚
市
に
あ
る

「
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
」

に
お
い
て
令
和
７
年
度
「
音
楽
演

奏
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

宮
若
市
に
お
け
る
開
催
は
６
年

ぶ
り
と
な
り
、
市
民
の
方
々
か
ら

は
心
待
ち
に
し
て
い
た
と
の
声
を

多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
宮

若
公
演
で
は
、
宮
若
市
立
宮
若
東

中
学
校
吹
奏
楽
部
、
宮
若
市
立
宮

若
西
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
飯
塚
公

演
で
は
、
福
岡
県
立
稲
築
志
耕
館

高
等
学
校
郷
土
芸
能
部
に
も
ゲ
ス

ト
と
し
て
ご
出
演
い
た
だ
き
、
地

域
の
方
々
と
の
一
体
感
を
感
じ
る

演
奏
会
が
で
き
ま
し
た
。

本
演
奏
会
は
飯
塚
駐
屯
地
音
楽

部
の
ほ
か
、
楽
手
支
援
と
し
て
第

４
音
楽
隊
、小
郡
駐
屯
地
音
楽
隊
、

湯
布
院
駐
屯
地
音
楽
部
、
小
倉
駐

屯
地
音
楽
部
に
も
演
奏
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
充
実
し
た

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

２
日
間
で
約
１
３
０
０
名
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
限
ら

れ
た
お
時
間
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た

が
皆
様
と
と
も
に
音
楽
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
せ
ま
し
た
こ
と
は
、
駐

屯
地
司
令
を
は
じ
め
、
出
演
者
、

並
び
に
勤
務
に
あ
た
っ
た
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
来
場
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

飯
塚
駐
屯
地
音
楽
部
は
、
昭
和
50
年
に
発
足
し
、
今
年
度
創
部
50
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
筑
豊
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、
共
に
歩

ん
で
き
た
50
年
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
域
の
皆
様
の
お
支
え
あ
っ
て
の

こ
と
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
は
音
楽
部
長
以
下
16
名
で
編
成
さ
れ
て
お
り
、「
地
域
の
方
々

か
ら
親
し
ま
れ
る
音
楽
部
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
皆
様
と
自
衛
隊
と
を
結

ぶ
、
心
の
音
の
懸
け
橋
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
隊
員
一
同
、

皆
様
に
沢
山
の
笑
顔
と
感
動
を
お
届
け
で
き
ま
す
よ
う
心
を
込
め
て
演

奏
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
…
」

飯塚山笠

自衛隊ふれあいフェス

駐屯地夏祭り

小竹町民祭り

道の駅夏祭り

アビスパ福岡開会式

部外行事等支援　～地域とともに～

トピックス記事

大型移籍！！
飯塚のマツケン
　　　北の大地へ

10年ぶりの
歌姫誕生！

部長挨拶

旭
川
駐
屯
地

　
　
　
第
２
高
射
特
科
大
隊
へ

第
２
高
射
特
科
団
本
部
付
隊

　
　
　
団
本
部
第
１
科
広
報
班

飯
塚
駐
屯
地
音
楽
部

　
　
　
　
　
　
第
12
代
音
楽
部
長

髙
橋　

稔

予告

第２章
　部員紹介１部

2代目マツケンは
　　誕生するのか…

（2）筑 豊2026年（令和8年）5月15日 第20号



第
２
施
設
群
「
群
持
続
走
競
技
会
」

第
２
施
設
群
「
小
竹
町
防
災
訓
練
」

第
３
高
射
特
科
群
「
創
隊
55
周
年
記
念
行
事
」

第
３
高
射
特
科
群
「
飯
塚
市
女
性
消
防
団
交
流
会
」

第
２
高
射
特
科
団
「
団
持
続
走
競
技
会
」

第
２
高
射
特
科
団
は
３
月
５
日
、
飯
塚
駐
屯
地
に
お
い
て
、
団
持
続
走
競
技
会
を
行
い
ま
し
た
。

本
競
技
会
は
隊
員
の
士
気
の
高
揚
、部
隊
の
融
和
団
結
、戦
闘
戦
技
能
力
の
向
上
の
目
的
で
行
わ
れ
、

各
隷
下
部
隊
が
中
隊
等
の
威
信
を
か
け
て
参
加
し
ま
し
た
。

競
技
会
は
、
各
隷
下
部
隊
が
所
在
す
る
竹
松
駐
屯
地
、
奄
美
大
島
、
宮
古
島
、
石
垣
島
か
ら
も
指

揮
官
と
、
中
隊
等
か
ら
選
出
さ
れ
た
駅
伝
選
手
が
飯
塚
駐
屯
地
に
集
結
し
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、

白
熱
し
た
競
技
会
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
走
、
駅
伝
、
指
揮
官
走
の
３
種
目
の
総
合
得
点
で
優
勝
を

争
い
、
竹
松
駐
屯
地
に
所
在
す
る
第
１
０
２
高
射
特
科
隊
が
「
総
合
優
勝
」
に
輝
き
、「
練
成
の
成

果
が
発
揮
で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
」
と
喜
び
の
声
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

本
競
技
会
を
通
じ
て
「
優
勝
」
と
い
う
１
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を
重
ね
る
こ
と
は
団
結
の

強
化
の
み
な
ら
ず
、
隊
員
の
や
り
が
い
や
、
体
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
第
２
高
射
特
科

団
は
今
後
も
任
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
３
高
射
特
科
群
は
、
２
月
１
日

（
日
）
群
創
隊
55
周
年
記
念
式
典
を

挙
行
致
し
ま
し
た
。

昭
和
47
年
創
隊
以
来
55
年
を
筑
豊

と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
第
３
高
射
特

科
群
の
勇
姿
を
、
式
典
、
観
閲
行
進

を
通
じ
て
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
に

ご
覧
い
た
だ
き
、
い
か
な
る
状
況
に

お
い
て
も
日
本
を
そ
し
て
地
域
を
守

り
抜
く
自
信
と
決
意
を
示
す
記
念
式

典
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
任
務
完
遂
の
た
め
に

日
々
前
進
し
続
け
る
第
３
高
射
特
科

群
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
２
施
設
群
は
、
１
月
27
日
に
群
持
続
走
競
技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
約
６
年
ぶ
り

と
な
る
本
競
技
会
は
、
若
年
隊
員
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
ま
し
た
が
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
必
死
に
走
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
各
中
隊
は
、
優
勝
目
指
し
て
日
頃
の
練
成
の
成
果
を
十

分
に
出
し
切
り
、
中
隊
の
名
誉
を
か
け
、
参
加
隊
員
は
懸
命
に
走
り
ま
し
た
。

優
勝
は
第
３
６
８
施
設
中
隊
（
湯
布
院
）
で
し
た
。

本
競
技
会
を
経
て
、
群
は
団
結
力
を
強
化
し
、
更
な
る
強
靭
な
部
隊
へ
と
成
長
し
ま

し
た
。

第
３
高
射
特
科
群
の
女
性
自
衛
官

は
、
こ
の
度
貴
重
な
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
飯
塚
市
役
所
に
お
い
て
、
飯
塚

市
女
性
消
防
団
と
の
交
流
会
の
場
に

参
加
し
ま
し
た
。

約
２
時
間
の
短
い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
制
服
は
違
え
ど
地
域
の

た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
活
躍
す

る
女
性
な
ら
で
は
の
悩
み
や
意
見
な

ど
活
発
に
交
わ
す
こ
と
が
で
き
、
異

な
る
組
織
の
方
々
と
の
横
の
つ
な
が

り
を
広
げ
る
こ
と
で
、
第
３
高
射
特

科
群
の
さ
ら
な
る
女
性
活
躍
を
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
２
施
設
群
は
、
２
月
15
日
、
小
竹
町
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
炊
き
出
し
及
び
装

備
品
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

炊
き
出
し
に
つ
い
て
は
、
肉
を
使
用
し
た
温
か
い
汁
物
を
提
供
し
約
百
名
分
準
備
し

た
も
の
の
、
大
人
気
の
た
め
瞬
く
間
に
完
食
と
な
り
ま
し
た
。（
完
食
の
た
め
食
べ
ら

れ
な
か
っ
た
方
、
本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。）

装
備
品
展
示
に
お
い
て
も
、
年
齢
を
問
わ
ず
沢
山
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
群
は
、
地
域
と
一
体
と
な
り
、
住
民
の
方
々
の
安
全
の
確
保
に
尽
力
し

て
参
り
ま
す
。

群持続走競技会第4組出走

記念式典交流会記念撮影 巡　閲

装備品展示（グレーダ）

群持続走競技会第3組出走偵察バイクに試乗する小竹町長

群持続走競技会表彰式炊き出し（汁物）の提供

指
揮
官
走

駅　
伝

全
体
走

指
揮
官
走

駅　
伝

第
１
０
２
高
射
特
科
隊

（3） 筑 豊 2026年（令和8年）5月15日第20号



広 報 活 動 紹 介

お問い合わせ先

フォローよろしく
お願いします!!

陸上自衛隊　飯塚駐屯地広報室 
〒820-0064 飯塚市津島282　☎ 0948-22-7651
Mail：2aab-s3opns-wa@inet.gsdf.mod.go.jp

検索飯塚駐屯地

X（旧 Twitter） Instagram

こ
の
度
、
飯
塚
駐
屯
地
か
ら
７

名
の
方
々
が
定
年
を
迎
え
ら
れ
、

ご
退
官
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
防
衛
省
・
自
衛

隊
で
の
勤
務
、
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。
ご
退
官
さ
れ
た
皆
様
の
ご

功
績
に
対
し
、
駐
屯
地
司
令
を
は

じ
め
隊
員
一
同
、
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
ご
家
族
共
々
の
今

後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

退
官
者
紹
介

第2施設群

森高准尉
（8.2.1付）

第2施設群

岸本曹長
（8.2.13付）

第2施設群

花岡曹長
（8.2.26付）

第304無線誘導機隊

南崎3尉
（8.3.4付）

飯塚駐屯地業務隊

甲斐准尉
（8.3.13付）

第102高射直接支援大隊

片山曹長
（8.4.5付）

第2施設群

矢野曹長
（8.4.9付）

飯
塚
駐
屯
地

　
　
　
　
夏
祭
り

イベント
情報

時期は7月下旬予定です。
詳細はSNS・ホームページで
お知らせします。お楽しみに！

嘉麻市防災訓練

のおがたチューリップフェア2026

飯塚国際車いすテニス大会

まなぶ防災ガス祭りINたがわ2026

隊内生活体験

イオンモール佐賀大和イベント

入隊予定者のフォローアップ研修

アビスパ福岡開会式音楽演奏

モニター終了・委嘱式

小竹町防災訓練

トヨタサンクスフェスタ2026

飯塚ライオンズクラブふれあい食堂

後
輩
た
ち
に
よ
る
胴
上
げ

駐
屯
地
全
員
で
の
万
歳
三
唱
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